
創薬と分析
取締役　医薬事業本部長　山岡  隆

短期間に調べるハイスループットスク

リーニングの方法が確立されました。

有望な骨格が見出されると，コンビ

ナトリアルケミストリーなどの手法で

たくさんの誘導体が合成され候補化合

物が絞り込まれていきます。有効性

だけでなく，動態特性，安全性も

チェックし，創薬のスピードと精度を

上げる仕組みを取り入れました。近代

的な工場で高機能製品が大量に生産

されるのを見るようでした。このよう

な手法で有用な医薬品が開発されま

した。しかし，医薬品の標的は無限に

あり，新たな医薬品が次々に登場する

との期待に対して，実際に医薬品に

なったものはごくわずかでした。創薬

の基盤となる科学の進歩はめざましい

ものがありますが，実際に役に立つ

医薬品を開発することがいかに難しい

かを実感しました。

　私たちの仕事は，分析から創薬を

支えるものと考えています。私のかつ

ての上司は，「医薬品の試験は煮ても

焼いても食えるものでなくてはいけな

い」と言っていました。これを座右の

銘として，分析専門家の責任をもって

試験に取り組もうと思います。医薬品

候補（原薬，製剤）の特性を正確に

捉えて製法，処方の確立に寄与する

こと，臨床試験，非臨床試験の作業仮

説の検証はもとより，研究者の着想の

ヒントとなる信頼性のあるデータを

提供することにより新たな医薬品誕生

の一助となることを願っています。

　私は，医薬

事業本部で医

薬品の研究開

発を支援する

分析受託業務

を担当してい

ますが，かつ

て創薬研究に従事したことがあり

ます。

　当時は優秀な合成研究者のアイデア

で新しい化合物が作られ，動物モデル

で効果があったものが医薬品として

開発されました。私が携わった抗がん

剤は天然物の誘導体でした。既存薬は

いずれも天然物をもとに合成されまし

たが，この化合物は，初めから化学合

成する全合成であったために，それら

と異なる構造をとることができまし

た。動物モデルで強い効果が認められ

て開発が進み，ヒトでも有効性が示さ

れました。研究を進めて行くと，既存

薬とわずかに構造が異なるだけで，

体内動態，代謝，細胞内での作用が

異なることがわかりました。薬剤と

生体との関わりの多様さにあらためて

驚くとともに，創薬の奥の深さに感銘

を受けました。

　次に登場したのはバイオ医薬品でし

た。成長ホルモン，造血因子，サイト

カイン（免疫調節物質）などが世に

送り出されました。次々と見出される

新しいサイトカインが，癌や感染症の

医薬品になるのではないかとの期待

に，当時の日本癌学会は大変な熱気に

つつまれました（ただし医薬品になった

のはごく一部でした）。私が関わった

サイトカインは多様な作用を有してい

たので，臨床研究者は新たな効能や

よりよい使い方を求めて，基礎研究者

は分子レベルでの作用機序を求めて，

上市後も熱心に研究が行われました。

私たちも企業研究者として参画し，一緒

に研究することに遣り甲斐を感じました。

また，臨床の先生から「この薬剤のおか

げで７年以上病状が安定して存命して

いる癌患者さんがいる。その方はタク

シーの運転手で仕事が終わると注射を

受けにくる。これが彼の生活を支えて

いるようです」という話を聞き大変

勇気付けられました。バイオ医薬品の

製造は，分子生物学に大量培養や品質

管理の技術が加わって初めて可能にな

りました。製造現場では，10立方メー

トルのタンクで細胞が培養され，直径

1メートルほどのカラムで有効成分が

精製され，実に壮観でした。ここでも

細胞の増殖コントロールから有効成分

の生物検定にいたるまで，製造従事者

の「巧みの技」が光っていました。

　その後，創薬の手法は大きく変りま

した。病気の原因や病気をコントロール

する作用点が明らかになり，それらを

標的とする化合物を見出そうとする動

きです。網羅的な遺伝子解析から病気

の原因遺伝子を見出し創薬につなげる

「ゲノム創薬」という言葉も生まれま

した。これに対して，数十万の化合物

ライブラリーを用い，多量の化合物を
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SCAS NEWS 2010 -Ⅱ号をお届けいたします。
今回は，環境，安全をテーマとして巻頭言に，広島
大学大学院医歯薬学総合研究科教授，升島努先生に
「1ピコ L試料の直接分子群分析がもたらすもの 
ー１生細胞分析の夢ー」と題して示唆に富む提言を
賜りました。また大阪大学環境安全研究管理セン
ター教授，芝田育也先生には「典型金属種の構造分

編  集  後  記千葉事業所と愛媛事業所は，ISO/
IEC17025に基づく認定事業所
で，環境分野や化学，電子工業
製品分野などにおける特定項目
の認定を受けております．
千葉事業所の認定番号：JCLA1
愛媛事業所の認定番号：JCLA5

当社事業所はISO9001およびISO14001の審査登録
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析を基軸とした新規反応剤・触媒の設計」と題して
最近の話題や技術についてご紹介いただきました。
その他，関連テーマの技術報告，SCAS NOW，
トピックス，法律ウオッチャー等もご紹介させてい
ただきました。今後も，お客様のご期待に応えられる
よう当社の最新分析技術情報を提供してまいります
ので，ご愛読のほどよろしくお願い申し上げます。
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